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地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

第２期所沢市まち・ひと・しごと創生推進計画 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

埼玉県所沢市 

 

３ 地域再生計画の区域 

埼玉県所沢市の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

本市の人口は平成 27年以降、緩やかながら増加傾向となっていたが、その後は

横ばい傾向から微減傾向へと推移し、令和７年には 34.2万人台となっている。 

社会動態をみると、令和７年は転入数 15,977 人に対して、転出数 13,839 人と

なっており、職権消除等を含めると 2,021 人の社会増となっている。一方、自然

動態をみると、平成 27 年までは出生数が死亡数を上回っていたが、平成 28 年か

ら死亡数が出生数を上回っている。令和７年はさらにこの傾向が顕著であり、出

生数から死亡数を差し引いた自然増加数は▲2,051人（自然減）となっている。 

年齢３区分別の人口動態をみると、年少人口（０～14歳）は一貫して減少傾向、

生産年齢人口（15～64歳）は近年減少傾向となっており、逆に老年人口（65歳以

上）は一貫して増加傾向となっている。令和７年では、年少人口が 10.4％、生産

年齢人口が 61.8％、老年人口が 27.8％となっている。 

年少人口が減少している理由のひとつとして、合計特殊出生率の低下が考えら

れる。令和２年の合計特殊出生率は新型コロナウイルス感染症の影響により都内

への人口流出が抑えられ 1.48となったが、その後は減少傾向となっており、令和

６年は 0.98となっている。 

今後も人口減少や少子高齢化が進むことで、地域における担い手不足や地域産

業の衰退等、住民生活への様々な影響が懸念される。 

これらの課題に対応するため、本計画ではこどもや若い世代、子育て世代を主
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なターゲットとし、明るい未来や幸せを感じ、本市で充実した生活が送れるよう、

引き続き、まちの活力を引き出すことをテーマとして次の事項を本計画期間にお

ける基本目標として掲げ、目標の達成を図る。 

・基本目標１ すべてのこどもたちが尊重され、たくましく健やかに成長できる

ような環境を整備します 

・基本目標２ 所沢市の魅力を高め、住み続けたいまち、訪れたいまちを目指し

ます 

・基本目標３ 産業や雇用を創出し、就業者数の増加を目指します 

・基本目標４ 安心・安全で暮らしやすく、市民に快適な生活を提供できるまち

を目指します 

 

【数値目標】 

５－２の

①に掲げ

る事業 

ＫＰＩ 
現状値 

（計画開始時点） 

目標値 

（令和10年度

） 

達成に寄与する

地方版総合戦略

の基本目標 

ア 25～40歳代の転出入均衡 30人 ０人以上 基本目標１ 

イ 所沢への定住意向率 83.1％ 86％以上 基本目標２ 

ウ 昼間人口比率 87.3％ 90.0％ 基本目標３ 

ウ 製造品出荷額等 1,741億円 2,041億円 基本目標３ 

エ 
住宅・住環境に関する施

策の満足度 
44.7％ 50％ 基本目標４ 

エ 
地域づくりが強くなった

と回答した人の割合 
10.5％ 12.4％ 基本目標４ 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

５－２のとおり。 

 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

○ まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人に対する
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特例（内閣府）：【Ａ２００７】 

① 事業の名称 

第２期所沢市まち・ひと・しごと創生推進事業 

ア すべてのこどもたちが尊重され、たくましく健やかに成長できるような

環境を整備する事業 

イ 所沢市の魅力を高め、住み続けたいまち、訪れたいまちを目指す事業 

ウ 産業や雇用を創出し、就業者数の増加を目指す事業 

エ 安心・安全で暮らしやすく、市民に快適な生活を提供できるまちを目指

す事業 

② 事業の内容 

ア すべてのこどもたちが尊重され、たくましく健やかに成長できるような

環境を整備する事業 

こどもの教育環境整備、子育て家庭への支援、地域の協力体制整備等、

こどもたちが健やかに成長できるよう環境を整備する事業 

【具体的な事業】 

・ＩＣＴ推進事業 

・放課後児童クラブ子育て支援事業 

・地域子育て支援拠点事業 等 

イ 所沢市の魅力を高め、住み続けたいまち、訪れたいまちを目指す事業 

郷土のみどりと自然・歴史・文化等の地域資源を活用し、まちのにぎ

わい創出や魅力発信、魅力に触れる機会の充実等、市民が住み続けたい、

他市の方が訪れたいまちを目指す事業 

【具体的な事業】 

・ＣＯＯＬ ＪＡＰＡＮ ＦＯＲＥＳＴ構想推進事業 

・魅力ある街なか空間創出推進事業 

・緑地管理整備推進事業 等 

ウ 産業や雇用を創出し、就業者数の増加を目指す事業 

産業基盤の整備、経営基盤の強化、就労支援の充実等、地域で安心し

て働ける環境を整備する事業 

【具体的な事業】 
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・企業誘致活動推進事業 

・認定農業者等経営改善推進事業 

・地域資源活用・ものづくり総合支援補助事業 等 

エ 安心・安全で暮らしやすく、市民に快適な生活を提供できるまちを目指

す事業 

安心して暮らせる環境整備、公共交通の利便性向上、医療体制の充実

等、市民が暮らしやすいまちを目指す事業 

【具体的な事業】 

・自治会等応援事業 

・市内循環バス（ところバス）運行事業 

・小児初期救急医療体制推進事業 等 

※なお、詳細は第３期所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略のとおり 

③ 事業の実施状況に関する客観的な指標（重要業績評価指標(ＫＰＩ)） 

４の【数値目標】に同じ。 

④ 寄附の金額の目安 

19,740,000千円（令和８年度～令和 10年度累計） 

⑤ 事業の評価の方法（ＰＤＣＡサイクル） 

自治基本条例推進委員会による外部評価：毎年度 11月頃 

検証後速やかに本市公式ＷＥＢサイト上で公表する。 

⑥ 事業実施期間 

令和８年４月１日から令和 11年３月 31日まで 

 

６ 計画期間 

令和８年４月１日から令和 11年３月 31日まで 


